
朝日文庫 角川ソフィア
文庫

河出文庫 中公文庫 ハヤカワ・
ノンフィクション

文庫

　凡社
ライブラリー

2025

６
社
編
集
長
が
本
気
で
推
す



も
く
じ

ご
あ
い
さ
つ  �

 

04

各
レ
ー
ベ
ル
紹
介  �

 

06

フ
ェ
ア
書
目
一
覧  �

 

19

連
絡
先
一
覧  �

 

68

デ
ザ
イ
ン
・
村
奈
諒
佳

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
新
屋
敷
朋
子



ご
あ
い
さ
つ

携
帯
電
話
や
腕
時
計
か
ら
も
次
々
と
情
報
が
届
く
時
代
で
す
ね
。

時
に
は
、
も
し
か
し
た
ら
真
実
と
思
わ
せ
た
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
、

感
情
に
強
く
訴
え
か
け
る
よ
う
な
言
説
も
紛
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
言
葉
は
本
当
に
信
じ
て
い
い
の
か
？
　

自
分
で
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
を
か
き
わ
け
、

選
び
と
り
な
が
ら
、
歩
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
も
大
丈
夫
で
す
、
本
は
い
つ
だ
っ
て
教
え
て
く
れ
ま
す
。

自
分
よ
り
遥
か
に
た
く
さ
ん
学
ん
だ
、

す
ご
い
こ
と
に
気
づ
い
て
し
ま
っ
た
古
今
東
西
の
先
人
た
ち
、

あ
る
い
は
未
来
を
先
取
り
す
る
令
和
を
生
き
る
人
た
ち
が
、

た
く
さ
ん
の
書
物
を
書
き
残
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

き
っ
と
そ
れ
ら
が
生
き
て
い
く
た
め
の
考
え
る
素
、

ヒ
ン
ト
を
授
け
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

各
社
文
庫
が
合
同
で
、

読
者
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
し
て
き
た
「
教
養
文
庫
フ
ェ
ア
」
は
、

少
し
ず
つ
形
を
変
え
な
が
ら
昨
年
は
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
し
て
11
年
目
と
な
る
今
年
は
、

2
つ
の
レ
ー
ベ
ル
が
加
わ
っ
て
、
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト
で
す！

各
編
集
長
が
熱
く
推
す
、

た
く
さ
ん
の
す
て
き
な
文
庫
を
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
、

心
踊
ら
せ
そ
し
て
知
恵
を
つ
け
て
、

こ
の
混
迷
の
未
曾
有
の
情
報
時
代
を
、

一
緒
に
楽
し
く
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。



朝日文庫

水野朝子（みずの・あさこ）
小説、エッセイなど文芸を主に担当してきました。
読者の皆さまと共にたくさん教養を深めたい所存です。

1977年の創刊以来、司馬遼太郎さん『街道をゆく』シ
リーズ、三浦綾子さん『氷点』、長谷川町子さん『サザ
エさん』シリーズなど時代に応じ長く愛される作品を刊
行してきました。新聞社系版元としてノンフィクションや
エッセイのベストセラーが多いことも特徴です。2008年
4月の朝日新聞出版設立以降は、書き下ろし小説を含
むエンターテインメントにもより注力しています。今後も、
「知性とエンタメ」を掲げ、皆様の生きる知恵となりそし
て楽しみとなるような文庫を出版して参ります。

P. 26P. 38P. 48

P. 67 P. 62

P. 51P.52P. 61
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伊集院元郁（いじゅういん・もとふみ）
角川選書や美術書も担当しています。
最近の趣味は、非英語圏のラップを聴くこと。

角川書店創業以来の伝統を受け継ぐ教養文庫レーベ
ルです。日本文化やその歴史を伝える作品、私たちの
心に深く語りかける東西の良質な作品を、読みやすく、
美しい装幀で刊行することを目指しています。古典、詩
歌、歴史、民俗など全14ジャンル。不朽の名著はもち
ろん、古典作品を原文と現代語訳と解説で読む〈ビギ
ナーズ・クラシックス〉シリーズ、〈俳句歳時記〉、松岡正
剛さんの〈千夜千冊エディション〉など、知的好奇心を
刺激する多彩な作品をそろえます。1996年創刊です。

P. 20P. 21P. 28

P. 58 P. 47

P. 32P. 33P. 46
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藤﨑﨑寛之（ふじさき・ひろゆき）
書店勤務を経て編集者に。
河出新書などで主に人文社会系の本を担当。ビール党。

1980年創刊。現代小説のイメージが強いかもしれませ
んが、ドゥルーズ＋ガタリやユヴァル・ノア・ハラリをはじめ
とする人文系や古典新訳コレクションなど、教養・学術
ラインも粒ぞろいです。民俗学やポピュラー・サイエンス
も充実してきました。文庫専門の編集部を設けておらず、
守備範囲の異なる編集者たちが企画を自由に出し合う
体制であることが大きな特徴。何が飛び出してくるか、
企画会議が毎回楽しみです。今後も、「知のゲリラ」とし
ての活動に、いっそうの磨きをかけたいと考えています。

P. 25P. 27P. 37

P. 64 P. 63

P. 43P. 54P. 57
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太田和徳（おおた・かずのり）
人文系出版社を渡り歩いて入社。
中央公論編集部、新書編集部を経て文庫編集部へ。

1973年6月に創刊の中公文庫は、2023年創刊50周
年を迎えました。学術・教養から文芸・エンターテイン
メントまで幅広いジャンルにわたって、約7000点超の
作品を刊行して参りました。これからも読者の皆様に
知的な愉しみを提供させていただくことを第一義に、時
代にシンクロしつつも不変の価値をも追い求める、魅力
溢れる文庫への成長を目指し、日々 努力して参りたいと
思います。なおシンボルマークの摩訶不思議なイラスト
は建築家・白井晟一氏によるもので、創刊以来ずっと
使用され続け、皆様に愛されております。

P. 30P. 36P. 42

P. 66 P. 65

P. 45P. 56P. 60
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山本純也（やまもと・じゅんや）
2020年に入社。守備範囲は現代思想、認知科学。
好きな小説家はバルザック、干刈あがた、
ジュリー・オオツカ、ハン・ガンなど。

1977年刊行開始。行動経済学の祖カーネマンやハー
バード白熱教室で知られるサンデル、また〈数理を愉し
む〉シリーズなど、経済学や哲学、サイエンスを軸に、世
界の最先端の知を分かりやすく説いた作品を展開中。ノ
ーベル賞受賞者の著作も幅広く取り揃えている。文庫編
集部は設けておらず、編集者各自が単行本・新書を編
集する傍ら、自由に文庫企画を出し合うというスタイル。
月イチの企画会議では、「こんな隠し玉もってたんか」と
驚嘆と羨望交じりの声が飛び交うことも。文フリから埋も
れた絶版本まで、渉猟の場は拡大している。

P. 22P. 23P. 31

P. 55 P. 49

P. 34P. 39P. 40
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岸本洋和（きしもと・ひろかず）
京都の古美術商勤務を経ていまの会社へ。
新書、文芸、写真集、詰将棋の本など諸 つ々くっています。

文庫判より少し大きめの判型で1993年に創刊。ロング
セラー『増補 無縁・公界・楽』『ジェンダーと歴史学』や、
長大な『中世思想原典集成 精選』、また新視点のアン
ソロジー『レズビアン短編小説集』『病短編小説集』など、
思想・哲学・歴史・文学の分野を問わず、古今東西の
名著を刊行してまいりました。今年は刊行1000点を突
破（予定）。「本棚に入らん！」とお叱りを受けることもし
ばしばですが、その分、カバーも中身も個性豊かな本が
そろっています。ぜひお気に入りの1冊を見つけていた
だければ幸いです。

P. 24P. 29 P. 35

P. 59 P. 53

P. 41P. 44P. 50
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（
書
名
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

各
文
庫
編
集
長
が
本
気
で
推
す
48
冊

は
、
当
該
の
文
庫
レ
ー
ベ
ル
か
ら
お
す
す
め
の
関
連
書
を
選
ん
だ
も
の
で
す
。

「
じ
っ
く
り
」も
う
一
冊！

教
養
文
庫
フ
ェ
ア 

小
冊
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

第1回第2回第3回

第5回 第4回第6回第7回

第9回 第8回第10回



角 角

21 20

豊
富
な
悪
文
の
例
を
追
っ
て
い
く
だ
け
で
も
楽
し

め
る
。
語
順
を
入
れ
替
え
る
こ
と
で
多
義
性
が
消

滅
す
る
指
南
は
、
翻
訳
書
の
校
正
に
大
い
に
役
立

つ
だ
ろ
う
。�

（

・
岸
本
）

詩
歌
を
中
心
に
日
本
語
の
可
能
性
を
探
り
つ
つ
、

日
本
文
学
の
豊
か
さ
を
生
き
生
き
と
語
り
、
文
学

史
を
編
み
直
す
。
日
本
人
の
感
性
に
つ
い
て
も
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。�

（
早
・
山
本
）

悪
文
を
、
国
語
学
者
が
ば
っ
さ
り
添
削

悪
文
を
、
国
語
学
者
が
ば
っ
さ
り
添
削

巻
末
の「
五
十
か
条
」は
座
右
に
必
携

巻
末
の「
五
十
か
条
」は
座
右
に
必
携

秀
で
た
詩
歌
を
生
み
出
し
た
の
は

秀
で
た
詩
歌
を
生
み
出
し
た
の
は

い
つ
も「
政
治
の
敗
者
」た
ち
だ
っ
た

い
つ
も「
政
治
の
敗
者
」た
ち
だ
っ
た

新
書
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
日
本
語
の
大
疑
問
』
の
編
者
と

し
て
も
注
目
を
集
め
る
国
立
国
語
研
究
所
。
遡
る
こ
と
半

世
紀
以
上
前
、
当
時
の
研
究
所
メ
ン
バ
ー
が
分
担
執
筆
し

た
の
が
本
書
だ
っ
た
。
身
の
回
り
の
文
章
を
集
め
、「
こ

の
文
章
の
わ
か
り
に
く
さ
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
あ
ろ
う

か
」
と
い
う
視
点
で
添
削
し
て
い
く
。
文
章
の
プ
ロ
の
中

に
は
、
巻
末
の
「
悪
文
を
さ
け
る
た
め
の
五
十
か
条
」
を

ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
て
座
右
に
置
く
人
も
い
る
そ
う
だ
。

文
学
史
は
、
書
き
手
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
光
の
当
て
方

が
あ
る
。
詩
人
で
あ
っ
た
大
岡
信
が
注
目
し
た
の
は
、

「
だ
れ
が
詩
歌
を
愛
で
た
か
」
で
あ
っ
た
。
万
葉
集
や
古
今

和
歌
集
の
と
き
か
ら
す
で
に
、
文
学
の
担
い
手
は
「
政
治

の
敗
者
」
た
ち
だ
っ
た
。
平
安
の
女
性
貴
族
た
ち
の
日
記
、

閑
吟
集
や
梁
塵
秘
抄
な
ど
、
政
治
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で

自
然
を
愛
し
、
恋
心
を
歌
う
の
が
日
本
の
詩
歌
で
あ
る
。

大
岡
詩
観
に
も
と
づ
く
、
享
楽
的
日
本
文
学
史
。

柳父章『日本語をどう書くか』松岡正剛『千夜千冊エディション 日本的文芸術』

角川ソフィア文庫　❖ 本体800円 ＋ 税　978-4-04-400081-3

岩淵悦太郎［編著］

悪文
伝わる文章の作法

角川ソフィア文庫　❖ 本体1,650円 ＋ 税　978-4-04-400783-6 電◯

大岡信

あなたに語る 
日本文学史

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら



早 早

23 22

心
と
は
何
か
、
と
考
え
る
た
め
の
新
た
な
古
典
。

人
工
の
知
性
や
身
体
が
日
常
に
溶
け
込
ん
で
い
く

近
未
来
、
私
た
ち
は
本
書
の
読
み
方
を
繰
り
返
し

再
発
見
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。�

（
角
・
伊
集
院
）

今
も
昔
も
、
若
い
研
究
者
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳

し
い
。
著
者
が
ア
レ
ッ
ク
ス
と
過
ご
し
た
三
〇
年

間
は
、
羽
の
は
え
た
愛
す
べ
き
戦
友
と
の
共
闘
の

道
の
り
で
も
あ
っ
た
。�

（
中
・
太
田
）

23

生
成
Ａ
Ｉ
、
深
層
学
習
、
人
工
生
命
…
…

生
成
Ａ
Ｉ
、
深
層
学
習
、
人
工
生
命
…
…

す
べ
て
は
こ
の
本
か
ら
始
ま
っ
た

す
べ
て
は
こ
の
本
か
ら
始
ま
っ
た
！！

世
界
一
賢
い
ヨ
ウ
ム
、
ア
レ
ッ
ク
ス

世
界
一
賢
い
ヨ
ウ
ム
、
ア
レ
ッ
ク
ス

彼
が
人
間
に
遺
し
た
も
の
と
は

彼
が
人
間
に
遺
し
た
も
の
と
は

ゴ
キ
ブ
リ
が
外
敵
に
見
つ
か
っ
た
際
に
、
瞬
時
に
最
適
な

判
断
を
下
し
て
身
を
潜
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
ぜ
か
。

環
境
に
応
じ
て
粘
菌
ア
メ
ー
バ
が
集
合
体
に
な
る
と
き
、

個
体
の
内
外
で
は
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
生
命
の「
心
」

は
、
脳
の
中
に
閉
じ
た
形
で
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

ロ
ボ
ッ
ト
や
赤
ち
ゃ
ん
、
微
生
物
な
ど
豊
富
な
事
例
を
交

え
な
が
ら
提
起
す
る
、「
心
」
へ
の
斬
新
な
ア
プ
ロ
ー
チ
。

認
知
科
学
の
記
念
碑
的
名
著
。

ヒ
ト
と
動
物
は
、
人
間
の
言
葉
を
使
っ
て
会
話
で
き
る
の

か
？
　
は
る
か
な
目
標
を
掲
げ
た
研
究
者
が
出
会
っ
た
の

は
、
の
ち
に
「
天
才
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
一
羽
の

ヨ
ウ
ム
だ
っ
た
。
一
〇
〇
以
上
の
語
彙
を
獲
得
し
、
知
性

と
個
性
的
な
性
格
で
世
界
中
を
魅
了
し
た
ア
レ
ッ
ク
ス
が
、

「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ユ
ー
」
の
言
葉
を
の
こ
し
て
こ
の
世
を
去

る
ま
で
の
波
瀾
の
三
〇
年
を
綴
っ
た
、
感
動
の
科
学
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

ホーキンス＆ブレイクスリー『考える脳 考えるコンピューター〔新版〕』クライブ・ウィン『イヌはなぜ愛してくれるのか』

ハヤカワ・ノンフィクション文庫　❖ 本体1,580円 ＋ 税　978-4-15-050591-2 電◯

アンディ・クラーク
池上高志・森本元太郎 ［監訳］

現れる存在
脳と身体と世界の再統合 

ハヤカワ・ノンフィクション文庫　❖ 本体860円 ＋ 税　978-4-15-050564-6 電◯

アイリーン・M・ペパーバーグ
佐柳信男［訳］

アレックスと私

※小口ツメのテキスト変数用です
思想　じぶんで考える

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら



河

25 24

「
異
形
」
の
力
を
王
権
に
取
り
込
ん
だ
後
醍
醐
天

皇
を
描
く
表
題
作
は
、
力
強
い
筆
致
に
引
き
込
ま

れ
る
。
異
論
も
あ
れ
ど
、
今
も
多
く
の
読
者
を
魅

了
す
る
理
由
が
よ
く
わ
か
る
。�

（
中
・
太
田
）

顔
か
ら
最
も
遠
い
足
＆
脚
に
表
れ
る
心
理
が
特
に

興
味
深
い
。
時
々
登
場
す
る
著
者
の
実
例
（
犯
人

の
嘘
を
暴
い
た
等
）
が
圧
巻
で
、
本
書
の
説
得
力

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

（
朝
・
水
野
）

25

絵
画
資
料
か
ら

絵
画
資
料
か
ら

日
本
中
世
・
近
世
史
を
読
み
解
く

日
本
中
世
・
近
世
史
を
読
み
解
く

残
念
で
す
が
…
…

残
念
で
す
が
…
…

し
ぐ
さ
は
正
直

し
ぐ
さ
は
正
直
！！

日
本
社
会
の
大
き
な
転
換
点
を
南
北
朝
期
と
し
、「
異
形

の
王
権
」
を
築
こ
う
と
し
た
後
醍
醐
天
皇
が
果
た
し
た
役

割
を
探
る
。「
異
類
異
形
」
と
呼
ば
れ
て
差
別
さ
れ
た
人
々

が
そ
の
体
制
下
に
多
く
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、

第
一
・
二
部
で
は
、
絵
巻
物
に
み
ら
れ
る
摺
衣
や
蓑
笠
と

い
っ
た
服
装
、
扇
や
飛
礫
な
ど
の
道
具
に
着
目
し
、
こ
れ

ら
の
人
々
が
室
町
期
ま
で
は
差
別
・
賤
視
さ
れ
る
存
在
と

は
な
り
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
解
き
明
か
す
。

言
葉
で
は
ウ
ソ
を
つ
け
て
も
、
し
ぐ
さ
ま
で
は
気
が
回
ら

な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
動
き
は
、
つ
い
つ
い
し
ぐ
さ
に

現
れ
る
も
の
だ
。
顔
の
表
情
か
ら
身
振
り
、
体
の
動
き
、

姿
勢
、
声
の
ト
ー
ン
な
ど
、
意
思
や
感
情
を
伝
え
る
ノ
ン

バ
ー
バ
ル
（
非
言
語
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
元
祖
に

し
て
超
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
名
著
。
観
察
眼
を
磨
く
た
め
に

も
、
ス
パ
イ
防
止
活
動
特
別
捜
査
官
だ
っ
た
著
者
の
説
得

力
は
と
て
つ
も
な
く
強
烈
で
あ
る
。

佐藤進一／網野善彦／笠松宏至『日本中世史を見直す』ナヴァロ『FBI捜査官が教える「しぐさ」の心理学 解読編』

凡社ライブラリー　❖ 本体1,200円 ＋ 税　978-4-582-76010-1

網野善彦

異形の王権

河出文庫　❖ 本体950円 ＋ 税　978-4-309-46380-3 電◯

ジョー・ナヴァロ／マーヴィン・カーリンズ
西田美緒子［訳］

FBI捜査官が教える 
「しぐさ」の心理学

※小口ツメのテキスト変数用です
思想　じぶんで考える

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら



朝

河
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漢
方
薬
の
よ
う
な
文
章
。
読
ん
で
い
る
だ
け
で
心

が
じ
ん
わ
り
温
ま
り
、
助
言
が
体
の
奥
深
く
ま
で

沁
み
込
み
ま
す
。
し
ば
ら
く
会
っ
て
な
い
友
人
に
、

久
々
に
連
絡
し
よ
う
か
な
。�

（
早
・
山
本
）

記
憶
と
快
感
、
そ
し
て
依
存
症
を
め
ぐ
る
摩
訶
不

思
議
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
平
易
に
解
説
。
思
い
当
た

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
連
続
で
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
手

が
止
ま
ら
な
い
。�

（
中
・
太
田
）

27

大
人
に
な
る
ほ
ど
難
し
い

大
人
に
な
る
ほ
ど
難
し
い

友
達
の
こ
と

友
達
の
こ
と

「
快
感
」と
、
そ
の
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
に
あ
る

「
快
感
」と
、
そ
の
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
に
あ
る

「
依
存
」の
し
く
み
を
科
学
的
に
解
明

「
依
存
」の
し
く
み
を
科
学
的
に
解
明

友
人
の
出
世
を
喜
べ
る
か
？
　
人
は
な
ぜ
裏
切
る
の
？
　

男
女
、
上
司
と
部
下
の
友
情
と
は
？
　
臨
床
心
理
学
の
第

一
人
者
が
、
日
本
社
会
の
人
間
関
係
の
あ
り
方
を
も
分
析

し
な
が
ら
、
豊
富
な
経
験
と
古
今
東
西
の
文
学
作
品
も
用

い
て
と
き
ほ
ぐ
す
画
期
的
な
友
情
論
。
綺
麗
事
は
な
く
、

と
き
に
は
さ
っ
ぱ
り
と
割
り
切
る
こ
と
を
勧
め
な
が
ら
も

心
に
染
み
入
る
言
葉
の
連
続
で
、
人
間
関
係
に
悩
ん
だ
と

き
何
度
で
も
読
み
返
し
た
く
な
り
ま
す
。

セ
ッ
ク
ス
、
薬
物
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
高
カ
ロ
リ
ー
食
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
、
買
い
物
、
瞑
想
、
慈
善
活
動
、
神
秘
体
験
、
痛

み
…
…
な
ぜ
ハ
マ
っ
て
し
ま
う
か
？
　
な
ぜ
わ
か
っ
ち
ゃ

い
る
の
に
や
め
ら
れ
な
い
の
か
？
　
誰
も
が
他
人
事
と
は

思
え
な
い
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
多
様
な
実
験
シ
ー

ン
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
な
が
ら
、
快
感
と
依
存
の
し

く
み
を
徹
底
解
明
。
否
が
応
で
も
わ
か
っ
て
し
ま
う

―

私
た
ち
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
で
き
て
い
る
…
…

河合隼雄／鷲田清一『臨床とことば』スタンレー・ミルグラム『服従の心理』

朝日文庫　❖ 本体680円 ＋ 税　978-4-02-264432-9 電◯河出文庫　❖ 本体880円 ＋ 税　978-4-309-46398-8 電◯

デイヴィッド・Ｊ・リンデン
岩坂彰［訳］

快感回路
なぜ気持ちいいのか　 
なぜやめられないのか

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

河合隼雄

大人の友情
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共
感
す
る
、
型
に
は
め
な
い
、
更
に
底
に
あ
る
も

の
を
見
る
、
対
等
に
立
つ
、
自
分
を
鍛
え
る
…
…

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
傾
聴
の
深
さ
複
雑
さ
の
一
端

に
触
れ
ら
れ
る
名
著
で
し
た
。�

（
朝
・
水
野
）

個
人
商
店
は
楽
し
い
。
セ
レ
ブ
は
虚
飾
。
自
動
開

閉
す
る
便
座
は
無
意
味
だ
─
─
。
語
り
の
端
々
に
、

思
想
史
家
の
歴
史
観
を
支
え
る
生
活
へ
の
眼
差
し

を
感
じ
ら
れ
る
の
も
楽
し
い
。�

（
角
・
伊
集
院
）

29

そ
こ
に
い
て
、
と
に
か
く
耳
を
傾
け
る

そ
こ
に
い
て
、
と
に
か
く
耳
を
傾
け
る

心
は
お
の
ず
か
ら
治
癒
し
て
ゆ
く

心
は
お
の
ず
か
ら
治
癒
し
て
ゆ
く

利
便
性
や
自
由
と
引
き
換
え
に

利
便
性
や
自
由
と
引
き
換
え
に

我
々
が
手
に
し
た「
呪
い
」と
は
何
か

我
々
が
手
に
し
た「
呪
い
」と
は
何
か

「
心
の
ケ
ア
」
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
人
の
心
を
他
人
が

治
す
こ
と
は
簡
単
で
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
治
せ
は
し
な

い
、
心
は
お
の
ず
か
ら
治
る
。
そ
の
た
め
に
人
は
何
が
で

き
る
か

―
。
河
合
隼
雄
は
、
す
べ
て
は
「
聴
く
」
こ
と

か
ら
始
ま
る
と
強
調
し
た
。
し
か
し
彼
の
「
聴
く
」
は
私

た
ち
の
「
聴
く
」
と
は
だ
い
ぶ
異
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
本
は
、
人
間
関
係
の
基
本
で
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
優
し
く
力
強
い
一
冊
。

衣
食
住
の
質
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
人
権
・
自
由
・
平
等

を
も
た
ら
し
た
近
代
と
い
う
時
代
。
し
か
し
、
我
々
は
本

当
に
豊
か
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
近
代
化
の
歴
史
的

意
味
を
問
い
か
け
つ
つ
、
恩
恵
と
引
き
換
え
に
人
々
に
課

せ
ら
れ
た
「
ふ
た
つ
の
呪
い
」
に
つ
い
て
思
考
を
め
ぐ
ら

せ
る
講
義
録
。
利
便
性
を
必
要
以
上
に
重
視
し
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
へ
向
か
う
世
界
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
つ
つ
、
来
た

る
新
し
い
時
代
を
ど
う
生
き
る
べ
き
か
を
語
り
か
け
る
。

鷲田清一『大事なものは見えにくい』渡辺京二『逝きし世の面影』

角川ソフィア文庫　❖ 本体1,560円 ＋ 税　978-4-04-400814-7 電◯凡社ライブラリー　❖ 本体1,600円 ＋ 税　978-4-582-76958-6 電◯

渡辺京二

増補 近代の呪い

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

河合隼雄

カウンセリングを語る



中

早

31 30

清
国
や
韓
国
で
は
起
き
な
か
っ
た
全
域
的
な
近
代

化
（
そ
し
て
軍
国
化
）
に
、
な
ぜ
日
本
は
成
功
し

た
の
か
。「
自
爆
戦
争
」に
い
た
る
道
筋
は
そ
の
ま

ま
現
代
に
も
通
じ
て
い
る
。 

（
早
・
山
本
）

書
名
の
問
い
に
答
え
る
、
と
く
に
実
験
に
よ
る
ア

プ
ロ
ー
チ
が
知
的
に
面
白
い
だ
け
で
な
く
、
研
究

の
姿
勢
が
歴
史
的
転
換
を
経
る
こ
と
で
研
究
そ
の

も
の
も
前
進
す
る
様
に
グ
ッ
と
く
る
。（
河
・
藤
﨑
）

31

日
本
を
見
つ
め
る
歴
史
的
視
座
を

日
本
を
見
つ
め
る
歴
史
的
視
座
を

高
め
る
た
め
に

高
め
る
た
め
に

コ
ト
バ
と
コ
コ
ロ
を
め
ぐ
る

コ
ト
バ
と
コ
コ
ロ
を
め
ぐ
る

言
語
学
の
冒
険

言
語
学
の
冒
険
！！

戦
前
・
戦
中
の
日
本
を
支
配
し
た
「
軍
国
主
義
」
と
、
戦

後
に
根
を
張
っ
た「
空
想
的
平
和
主
義
」。
国
際
社
会
で
尊

敬
さ
れ
る
構
成
員
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
の
ど
ち
ら
も
克

服
さ
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
、
日
清
戦
争
か
ら
日
中
戦

争
ま
で
の
道
の
り
を
透
徹
し
た
歴
史
観
に
よ
っ
て
辿
る
。

軍
国
日
本
は
な
ぜ
、
全
世
界
を
敵
に
回
す
〝
自
爆
戦
争
〞

に
至
っ
た
か
。
政
治
学
の
碩
学
が
自
ら
の
精
神
形
成
期
を

回
顧
し
た
「
軍
国
日
本
に
生
き
る
」
も
必
読
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
は
世
界
が
モ
ノ
ク
ロ
に
見
え
て
い
た
？
　

前
後
左
右
に
あ
た
る
語
を
持
た
ず
東
西
南
北
で
位
置
を
伝

え
る
グ
ー
グ
・
イ
ミ
デ
ィ
ル
語
話
者
の
「
絶
対
方
位
感
覚
」

と
は
？
　
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
、
男
性
名
詞
「
リ
ン
ゴ
」

は
男
ら
し
い
？
　
言
語
が
認
知
に
与
え
る
驚
く
べ
き
影
響

を
豊
富
な
実
験
か
ら
解
き
明
か
し
た
、
傑
作
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
。
巻
末
解
説
は
『
言
語
の
本
質
』
共
著
の
今

井
む
つ
み
先
生
。

田中美知太郎『戦争と平和』マーク・チャンギージー『ヒトの目、驚異の進化』

中公文庫　❖ 本体900円 ＋ 税　978-4-12-207013-4 電◯ハヤカワ・ノンフィクション文庫　❖ 本体1,180円 ＋ 税　978-4-15-050586-8 電◯

ガイ・ドイッチャー
椋田直子［訳］

言語が違えば、  
世界も違って見えるわけ

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

猪木正道

軍国日本の興亡
日清戦争から日中戦争へ
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俳
句
は
独
り
で
な
す
も
の
で
は
な
く
、
季
は
「
共

同
性
の
結
び
目
」
で
あ
る
と
い
う
。
短
い
の
は
補

っ
て
理
解
し
て
く
れ
る
相
手
が
い
る
か
ら
。
季
語

が
大
切
な
理
由
が
初
め
て
わ
か
っ
た
。（
河
・
藤
﨑
）

前
方
後
円
墳
は
ど
う
し
て
あ
の
形
を
し
て
い
る
の

か
。
謎
に
満
ち
た
古
墳
の
変
遷
を
、
地
域
、
時
代

ご
と
の
人
々
の
思
考
を
推
し
量
り
な
が
ら
進
む
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
論
述
が
魅
力
的
。�

（
中
・
太
田
）

33

上
皇
陛
下
と
上
皇
后
陛
下
も
音
読

上
皇
陛
下
と
上
皇
后
陛
下
も
音
読

「
こ
と
ば
」と
し
て
季
語
を
み
つ
め
る

「
こ
と
ば
」と
し
て
季
語
を
み
つ
め
る

日
本
列
島
に
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

日
本
列
島
に
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

大
き
な
古
墳
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
か
？

大
き
な
古
墳
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
か
？

た
と
え
ば
、
歳
時
記
で
よ
く
言
わ
れ
る
「
季
語
と
現
実
の

ち
が
い
」。
立
春
を
過
ぎ
れ
ば
「
春
」
と
い
う
お
約
束
だ
が
、

外
は
ま
だ
ま
だ
寒
い
。
山
本
健
吉
は
こ
れ
を
「
日
本
人
ら

し
い
気
の
早
さ
」
と
し
つ
つ
も
、
春
を
待
ち
焦
が
れ
る
期

待
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
い
う
。
季
節
の
こ
と
ば
は
単
に
事
実

を
示
す
名
で
は
な
く
、
人
々
の
想
い
が
こ
め
ら
れ
た
も
の

な
の
だ
。
季
語
や
詩
歌
を
通
し
て
語
ら
れ
る
景
色
が
、
時

に
現
実
よ
り
も
鮮
や
か
に
、
深
々
と
胸
に
迫
る
。

日
本
に
古
墳
が
い
く
つ
あ
る
か
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？
　
実

は
約
一
六
万
基
、
コ
ン
ビ
ニ
の
数
よ
り
多
い
と
い
う
。
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
、
始
皇
帝
陵
と
並
ぶ
「
世
界
三
大
墳
墓
」
と
い

わ
れ
る
仁
徳
天
皇
陵
の
墳
丘
の
長
さ
は
四
八
六
メ
ー
ト
ル
。

こ
ん
な
建
造
物
が
な
ぜ
五
世
紀
に
造
ら
れ
た
の
か
。
謎
を

解
く
鍵
は
、
人
の
「
心
の
動
き
」
に
あ
っ
た
。
古
代
人
た

ち
は
巨
大
な
墳
丘
を
見
上
げ
何
を
感
じ
て
い
た
の 

か
│
│
。
古
代
史
の
謎
を
「
認
知
考
古
学
」
が
解
く
。

角川書店［編］『俳句歳時記 第五版 春』若狭徹『埴輪 古代の証言者たち』

角川ソフィア文庫　❖ 本体880円 ＋ 税　978-4-04-400217-6 電◯角川ソフィア文庫　❖ 本体1,040円 ＋ 税　978-4-04-400763-8 電◯

松木武彦

古墳とはなにか
認知考古学からみる古代

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

山本健吉

ことばの歳時記
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数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
倫
理
学
の
言
葉
で
整
理
さ

れ
て
い
く
。
直
感
と
論
理
の
間
を
行
き
来
す
る
う

ち
に
新
し
い
風
景
が
開
け
て
く
る
興
奮
は
、
考
え

る
こ
と
の
快
楽
そ
の
も
の
だ
。�

（
角
・
伊
集
院
）

魑
魅
魍
魎
が
跋
扈
す
る
世
界
。
日
本
の
妖
怪
の
ル

ー
ツ
も
こ
こ
に
あ
る
の
か
も
…
…
と
思
っ
て
い
た

ら
、
解
説
で
水
木
し
げ
る
先
生
が
ま
さ
に
こ
の
点

に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
。�

（
早
・
山
本
）

35

累
計
１
０
０
万
部
突
破

累
計
１
０
０
万
部
突
破
！！

い
ま
こ
そ「
正
義
」を
学
ぶ
と
き

い
ま
こ
そ「
正
義
」を
学
ぶ
と
き

中
国
古
代
の
人
々
が
思
い
描
い
た

中
国
古
代
の
人
々
が
思
い
描
い
た

世
界
観
と
い
か
な
る
も
の
か

世
界
観
と
い
か
な
る
も
の
か

「
1
人
を
殺
せ
ば
5
人
が
助
か
る
。
あ
な
た
は
そ
の
1
人
を

殺
す
べ
き
か
？
」
正
解
の
な
い
究
極
の
難
問
に
挑
み
続
け

る
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
超
人
気
哲
学
講
義
〝JU

ST
IC

E

〞。

経
済
危
機
か
ら
大
災
害
に
い
た
る
ま
で
、
現
代
を
覆
う
苦

難
の
根
底
に
は
、
つ
ね
に
「
正
義
」
を
め
ぐ
る
哲
学
の
問

題
が
潜
ん
で
い
る
。
サ
ン
デ
ル
教
授
の
問
い
に
取
り
組
む

こ
と
で
見
え
て
く
る
、
よ
り
よ
い
社
会
の
姿
と
は
？
　
社

会
現
象
を
巻
き
起
こ
し
た
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。

戦
国
時
代
以
前
か
ら
、
い
く
つ
か
の
段
階
を
踏
ん
で
成
書

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
中
国
古
代
の
人
々
の
観
念
世
界

が
垣
間
見
え
る
「
奇
書
」。
山
経
・
海
内
経
・
海
外
経
・
大

荒
経
全
一
八
編
か
ら
な
り
、
南
・
西
・
北
・
東
の
順
に
中

華
世
界
の
中
心
か
ら
周
縁
へ
と
拡
散
さ
せ
な
が
ら
、
霊
山

や
河
川
、
植
物
、
そ
こ
に
棲
む
神
霊
・
神
獣
の
ほ
か
、
人

面
虎
身
の
怪
獣
や
胸
に
穴
の
あ
い
た
異
形
の
人
び
と
な
ど
、

怪
力
乱
神
た
ち
を
紹
介
・
解
説
す
る
。

マイケル・サンデル『実力も運のうち 能力主義は正義か？』劉向／葛洪『列仙伝・神仙伝』

ハヤカワ・ノンフィクション文庫　❖ 本体900円 ＋ 税　978-4-15-050376-5 電◯凡社ライブラリー　❖本体854円 ＋ 税　978-4-582-76034-7

高馬三良［訳］

山海経
中国古代の神話世界

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

マイケル・サンデル
鬼澤忍［訳］

これからの
「正義」の話をしよう
いまを生き延びるための哲学
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社
会
の
構
造
に
着
目
し
て
自
殺
を
論
じ
た
不
動
の

古
典
。
自
殺
抑
止
の
処
方
箋
が
、
家
族
で
も
宗
教

で
も
な
く
職
業
生
活
の
組
織
化
に
託
さ
れ
て
い
る

点
に
改
め
て
注
目
し
た
い
。�

（
角
・
伊
集
院
）

東
洋
哲
学
の
宇
宙
を
縦
横
無
尽
に
旅
し
、
そ
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
明

快
に
紹
介
す
る
。
ま
さ
に
快
刀
乱
麻
。「
奇
蹟
の

入
門
書
」
の
名
に
偽
り
な
し
。�

（
早
・
山
本
）�

37

一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
計
を
分
析

一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
計
を
分
析

何
が
自
殺
に
向
か
わ
せ
る
の
か

何
が
自
殺
に
向
か
わ
せ
る
の
か

西
洋
と
真
逆
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
瞠
目

西
洋
と
真
逆
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
瞠
目

一
気
読
み
不
可
避
の
東
洋
哲
学
史

一
気
読
み
不
可
避
の
東
洋
哲
学
史

ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
並
ぶ
社
会
学
の
祖
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
本
書

を
刊
行
し
た
の
は
一
八
九
七
年
。
二
〇
世
紀
の
幕
開
け
を

前
に
都
市
化
の
進
む
西
洋
諸
国
に
お
い
て
、
い
か
な
る
社

会
状
況
が
人
を
自
殺
へ
向
か
わ
せ
る
か
を
考
察
し
た
。
圧

倒
的
な
統
計
資
料
、
一
貫
し
た
手
法
に
よ
っ
て
導
か
れ
る

論
の
力
強
さ
が
快
い
。
帯
で
内
田
樹
氏
が
「
社
会
学
的
知

性
の
み
ご
と
な
実
例
」
と
評
し
て
い
る
と
お
り
、
社
会
学

の
礎
を
築
い
た
名
著
と
し
て
の
風
格
を
感
じ
る
一
冊
だ
。

本
書
は
、
冒
頭
か
ら
東
洋
哲
学
を
「
理
解
」
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
と
言
い
放
つ
。
で
は
、
東
洋
哲
学
と
は
何
な
の

か
。
そ
れ
は
「
我
は
真
理
を
知
り
え
た
り
」、
そ
ん
な
不
遜

と
も
思
え
る
ひ
と
言
か
ら
始
ま
る
。
現
在
進
行
形
の
西
洋

哲
学
に
対
し
、
真
理
へ
の
到
達
を
宣
言
し
た
東
洋
の
哲
人

た
ち
。
そ
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
古
代
イ
ン
ド
哲

学
・
仏
教
・
老
荘
思
想
・
禅

―
「『
理
解
』
不
可
能
な
東

洋
哲
学
」
の
理
解
に
挑
む
、
異
彩
を
放
つ
入
門
書
。

エリザベス・キューブラー・ロス『死ぬ瞬間』飲茶『史上最強の哲学入門』

中公文庫　❖ 本体1,500円 ＋ 税　978-4-12-206642-7 電◯河出文庫　❖ 本体920円 ＋ 税　978-4-309-41481-2 電◯

飲茶

史上最強の哲学入門　
東洋の哲人たち

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

デュルケーム
宮島喬［訳］

自殺論
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お
仕
着
せ
の
教
則
本
と
一
線
を
画
す
の
は
、
書
き

手
の
批
判
精
神
。
日
本
語
で
ど
こ
ま
で
論
理
的
な

文
章
を
書
け
る
か
、
そ
の
限
界
を
検
証
す
る
よ
う

な
緊
張
感
が
心
地
よ
い
。�

（
角
・
伊
集
院
）

認
知
科
学
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と
が
な
か

っ
た
が
、
本
書
を
読
ん
で
こ
の
学
問
分
野
の
面
白

さ
を
知
り
ま
し
た
。
事
例
が
興
味
深
く
、
予
備
知

識
な
し
で
も
楽
し
め
ま
す
。�

（
中
・
太
田
）

39

「
、」の
位
置
で
文
章
は
変
わ
る

「
、」の
位
置
で
文
章
は
変
わ
る

文
才
で
は
な
く
技
術
を
身
に
つ
け
る

文
才
で
は
な
く
技
術
を
身
に
つ
け
る

賢
さ
と
は
何
か

賢
さ
と
は
何
か

常
識
を
覆
し
、
知
性
の
本
質
に
迫
る

常
識
を
覆
し
、
知
性
の
本
質
に
迫
る

作
文
や
感
想
文
は
宿
題
に
出
る
の
に
文
章
の
書
き
方
は
案

外
教
わ
る
こ
と
が
な
い
し
、
近
年
ブ
ロ
グ
や
S 

N 

S
の
普

及
で
文
章
を
書
く
機
会
は
増
え
て
い
ま
す
。
本
書
は
三
〇

年
来
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
続
編
で
す
が
、
文
章
の
「
内
容
」

と
は
関
係
な
く
一
読
し
て
意
味
の
と
れ
る
文
章
の
書
き
方

を
指
南
し
て
く
れ
ま
す
。
新
聞
記
者
の
著
者
が
見
つ
け
た

様
々
な
悪
文
の
添
削
実
例
は
大
変
具
体
的
。
読
点
の
使
い

方
、
そ
し
て
修
飾
語
・
節
の
順
番
が
ポ
イ
ン
ト
で
す！

自
転
車
の
仕
組
み
を
説
明
で
き
る
と
思
い
こ
む
。
政
治
に

対
し
て
極
端
な
意
見
を
持
つ
人
ほ
ど
政
策
の
中
身
を
理
解

し
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
人
類
が
高
度
な
文
明
社
会

を
営
め
る
の
は
な
ぜ
か
？
　
気
鋭
の
認
知
科
学
者
コ
ン
ビ

が
行
動
経
済
学
か
ら
人
工
知
能
ま
で
、
各
分
野
の
研
究
を

駆
使
し
て
知
性
の
本
質
に
迫
る
。「
賢
さ
」
の
定
義
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
、
各
界
か
ら
の
絶
賛
を
浴
び
た
、
デ
マ
が
氾

濫
す
る
現
代
の
必
読
書
。

高橋源一郎『間違いだらけの文章教室』　リチャード・ドーキンス『神のいない世界の歩き方』

朝日文庫　❖ 本体620円 ＋ 税　978-4-02-261964-8 電◯ハヤカワ・ノンフィクション文庫　❖ 本体1,000円 ＋ 税　978-4-15-050578-3 電◯

スティーブン・スローマン／
フィリップ・ファーンバック 
土方奈美［訳］

知ってるつもり
無知の科学

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

本多勝一

新版　
実戦・日本語の作文技術
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都
内
に
生
ま
れ
た
せ
い
か
、
自
然
の
声
が
聞
こ
え

な
い
。
負
い
目
を
感
じ
て
き
た
が
、
そ
れ
こ
そ
教

養
と
し
て
知
っ
て
し
ま
え
ば
よ
い
と
気
づ
か
さ
れ

た
。
木
が
無
口
で
は
な
く
な
っ
た
。�

（
河
・
藤
﨑
）

読
者
の
位
置
が
絶
妙
に
確
保
さ
れ
た
神
学
入
門
。

人
間
の
知
恵
が
及
ば
な
い
領
域
を
認
め
た
先
に
何

が
あ
る
か
。
信
仰
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
も
う

一
つ
の
思
考
の
形
へ
誘
っ
て
く
れ
る
。（
河
・
藤
﨑
）

41

樹
木
ど
う
し
が
会
話
し
助
け
合
う

樹
木
ど
う
し
が
会
話
し
助
け
合
う
⁉⁉

読
ん
だ
ら
森
を
散
策
し
た
く
な
る
本

読
ん
だ
ら
森
を
散
策
し
た
く
な
る
本

神
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
い
る
の
か
？

神
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
い
る
の
か
？

キ
リ
ス
ト
教
を
知
る
最
良
の
入
門
書

キ
リ
ス
ト
教
を
知
る
最
良
の
入
門
書

動
物
の
よ
う
に
は
動
か
ず
、
声
を
出
さ
な
い
た
め
、
モ
ノ

扱
い
さ
れ
る
こ
と
す
ら
あ
る
樹
木
。
し
か
し
、
樹
木
に
は

驚
く
べ
き
能
力
と
社
会
性
が
あ
っ
た！
　
子
ど
も
を
教
育

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
し
、
と
き
に
助
け
合

う
。
一
方
で
熾
烈
な
縄
張
り
争
い
を
繰
り
広
げ
る
。
音
に

反
応
し
、
数
を
か
ぞ
え
、
長
い
時
間
を
か
け
て
移
動
さ
え

す
る
の
だ
。
ド
イ
ツ
の
森
林
管
理
官
が
、
豊
か
な
経
験
と

科
学
的
事
実
を
も
と
に
綴
る
世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー！

近
代
世
界
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
価
値
観
に
基
づ
い
て
構
築

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
私
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
教
を
正
し

く
理
解
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
　
本
書
で
は
、「
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
は
本
当
に
い
た
の
か
」「
神
は
ど
こ
に
い
る

の
か
」「
な
ぜ
世
界
に
は
終
わ
り
が
来
る
の
か
」
と
い
っ
た

問
い
に
丁
寧
に
応
え
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
内
在

的
論
理
に
迫
っ
て
い
く
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
い
人
に
こ

そ
手
に
取
っ
て
も
ら
い
た
い
、
最
良
の
入
門
書
。

ペーター・ヴォールレーベン『後悔するイヌ、噓をつくニワトリ』小倉明彦『お皿の上の生物学』

ハヤカワ・ノンフィクション文庫　❖ 本体860円 ＋ 税　978-4-15-050531-8 電◯凡社ライブラリー　❖ 本体1,080円 ＋ 税　978-4-582-76935-7 電◯

佐藤優

神学の思考
キリスト教とは何か

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

ペーター・ヴォールレーベン
長谷川圭［訳］

樹木たちの 
知られざる生活
森林管理官が聴いた森の声
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安
心
し
た
の
で
す
が
公
式
は
ほ
ぼ
登
場
せ
ず
、
数

学
の
考
え
方
が
長
い
人
類
の
営
み
の
中
ど
う
生
ま

れ
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
か
が
わ
か
り
ま
す
。
数
学

は
哲
学
や
人
類
学
で
も
あ
る
。�

（
朝
・
水
野
）

「
神
様
っ
て
だ
れ
？
」「
わ
た
し
は
ど
う
し
て
退
屈

す
る
の
？
」
飾
ら
な
い
問
い
は
詩
の
よ
う
だ
。
識

者
の
名
回
答
を
読
ん
だ
後
は
、
自
分
だ
け
の
答
え

を
探
し
て
み
た
く
な
る
。�

（
角
・
伊
集
院
）

43

数
学
ぎ
ら
い
の
人
こ
そ
読
ん
で
ほ
し
い

数
学
ぎ
ら
い
の
人
こ
そ
読
ん
で
ほ
し
い

数
学
の
本
質
に
触
れ
ら
れ
る
本

数
学
の
本
質
に
触
れ
ら
れ
る
本

誰
も
が
み
ん
な
子
ど
も
の
哲
学
を

誰
も
が
み
ん
な
子
ど
も
の
哲
学
を

内
に
秘
め
て
い
る

内
に
秘
め
て
い
る

「
数
学
は
自
然
や
社
会
を
反
映
す
る
客
観
的
な
知
識
で
あ

る
」。
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
や
産

業
革
命
、
相
対
性
理
論
…
…
、
科
学
や
社
会
の
大
変
革
に

は
、
常
に
数
学
の
発
展
が
寄
与
し
て
い
た
。
裏
を
返
せ
ば
、

数
学
上
の
進
歩
が
な
か
っ
た
時
代
は
、
社
会
も
文
明
も
停

滞
し
て
い
た
。
微
分
積
分
、
関
数
、
集
合
な
ど
が
、
ど
う

い
う
技
術
と
表
裏
を
な
し
て
き
た
の
か
。
数
学
と
人
間
と

の
深
い
関
わ
り
を
人
類
史
的
ス
ケ
ー
ル
で
俯
瞰
す
る
。

「
な
ぜ
戦
争
が
起
き
る
の
？
」「
ど
う
し
て
お
金
が
あ
る

の
？
」「
ど
う
し
て
意
地
悪
な
ん
か
す
る
の
か
な
？
」
―

大
人
は
分
か
っ
た
つ
も
り
で
分
か
っ
た
よ
う
な
説
明
が
で

き
る
。
し
か
し
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
本
質
的
に
は

理
解
し
て
い
な
い
も
の
だ
。
社
会
、
科
学
、
政
治
、
経
済
、

芸
術
ま
で
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
、
子
ど
も
の
素
朴
で
根
源

的
な
疑
問
に
対
し
て
、
世
界
的
に
著
名
な
学
者
や
作
家
な

ど
が
答
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
一
冊
。

森毅／竹内啓『数学の世界』『オックスフォード＆ケンブリッジ大学 世界一「考えさせられる」入試問題』

中公文庫　❖ 本体940円 ＋ 税　978-4-12-207284-8 電◯河出文庫　❖ 本体900円 ＋ 税　978-4-309-46493-0 電◯

ジェンマ・エルウィン・ハリス
西田美緒子［訳］／タイマタカシ［絵］

世界一素朴な質問、
宇宙一美しい答え

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

遠山啓

数学と人間
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点
の
知
識
が
大
き
な
流
れ
の
中
で
繋
が
り
、
特
に

独
ソ
中
と
の
関
係
で
日
本
が
戦
争
に
至
る
道
が
細

部
ま
で
理
解
で
き
ま
す
。
私（
達
）は
当
時
の「
民

草
」
と
同
じ
だ
と
い
う
危
機
感
も
。 

（
朝
・
水
野
）

ど
う
し
て
も
交
友
関
係
や
人
物
評
が
楽
し
い
の
だ

が
（
そ
の
意
味
で
人
名
索
引
が
あ
り
が
た
い
）、
迸

る
教
養
と
と
も
に
、
小
説
（
家
）
と
は
何
か
と
真

摯
に
問
う
姿
を
垣
間
見
た
気
が
し
た
。（
河
・
藤
﨑
）

45

無
謀
な
戦
争
へ
突
き
進
ん
だ
理
由
を

無
謀
な
戦
争
へ
突
き
進
ん
だ
理
由
を

世
界
史
の
観
点
か
ら
探
る

世
界
史
の
観
点
か
ら
探
る

ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
面
白
い

ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
面
白
い

圧
倒
的
な
華
麗
な
る
日
常
の
記
録

圧
倒
的
な
華
麗
な
る
日
常
の
記
録

意
外
と
知
ら
な
い
、
日
本
が
戦
争
に
突
き
進
ん
で
い
く
過

程
が
ど
う
世
界
の
歴
史
と
絡
み
合
っ
て
い
た
の
か
。
極
東

の
持
た
ざ
る
国
は
、
欧
米
列
強
の
政
略
や
戦
略
に
翻
弄
さ

れ
、
戦
争
回
避
の
機
を
逃
し
た
。
一
方
、
こ
の
国
の
指
導

者
に
は
世
界
史
的
視
座
が
足
り
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
あ

の
無
謀
な
戦
争
へ
と
突
き
進
ん
で
い
っ
た
│
│
。
ヒ
ト
ラ

ー
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
ら
が
動
か
し
た
知
ら

れ
ざ
る
歴
史
を
、「
歴
史
探
偵
」
が
解
き
明
か
す
。

三
島
由
紀
夫
は
戦
後
の
二
五
年
間
を
全
速
力
で
駆
け
抜
け

た
人
だ
。
そ
の
毎
日
は
多
忙
を
極
め
た
。
読
ん
で
、
書
い

て
、
観
て
、
肉
体
を
鍛
え
た
。
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
一
生
懸

命
、
真
剣
、
真
面
目
。
そ
ん
な
三
島
の
二
三
歳
か
ら
四
二

歳
ま
で
の
日
記
は
読
書
記
録
で
あ
り
、
観
劇
録
で
あ
り
、

交
遊
録
で
あ
り
、
小
旅
行
記
で
あ
り
、
御
馳
走
帖
で
あ
り
、

す
べ
て
が
つ
ま
っ
た
最
高
の
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
生
誕

一
〇
〇
年
／
戦
後
八
〇
年
の
年
に
最
適
な
一
冊
。

半藤一利『日露戦争史』（全３巻）大岡昇平『成城だより』

凡社ライブラリー　❖ 本体1,000円 ＋ 税　978-4-582-76905-0 電◯中公文庫　❖ 本体1,000円 ＋ 税　978-4-12-206726-4

三島由紀夫

戦後日記

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

半藤一利

世界史のなかの昭和史



角 角

47 46

ア
メ
リ
カ
大
陸
で
改
良
さ
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な

ど
が
も
た
ら
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
繁
栄
、
疫

病
に
よ
る
急
激
な
人
口
減
少
…
…
。「
コ
ロ
ン
ブ

ス
の
交
換
」
の
功
罪
を
問
う
。�

（

・
岸
本
）

初
心
者
向
け
の
講
義
を
ま
と
め
た
入
門
書
だ
が�

内
容
は
深
い
。
数
年
お
き
に
読
み
直
す
と
、
そ
の

時
の
自
分
の
状
態
に
応
じ
て
理
解
度
が
変
化
し
そ

う
だ
。�

（
中
・
太
田
）

47

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
黒
人
奴
隷
、
新
大
陸
…

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
黒
人
奴
隷
、
新
大
陸
…

い
ま
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
歴
史

い
ま
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
歴
史

禅
と
は
、
仏
教
と
は
、
宗
教
と
は
…

禅
と
は
、
仏
教
と
は
、
宗
教
と
は
…

禅
者
の
息
づ
か
い
に
触
れ
る
講
演
録

禅
者
の
息
づ
か
い
に
触
れ
る
講
演
録

著
者
は
、
ア
マ
ゾ
ン
や
ア
ン
デ
ス
で
先
住
民
と
と
も
に
暮

ら
し
た
研
究
者
。「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
贈
り
物
」
と
も
言
わ
れ

る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
実
は
先
住
民
が
長
い
年
月
を
か
け
て

改
良
し
た
農
作
物
だ
っ
た
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
以
後
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
富
の
た
め
、「
新
大
陸
」
に
牛
馬
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
、

ア
フ
リ
カ
人
奴
隷
が
送
り
込
ま
れ
る
。
住
処
を
追
わ
れ
た

先
住
民
は
生
活
を
失
い
、
虐
殺
や
疫
病
で
大
量
死
し
た
。

そ
れ
は
偉
業
だ
っ
た
の
か
、
侵
略
だ
っ
た
の
か
。

一
九
二
七
、
二
八
年
に
な
さ
れ
た
全
一
〇
回
の
講
演
の
記

録
。「
宗
教
経
験
と
は
何
か
」「
何
を
仏
教
生
活
と
い
う
か
」

と
い
う
基
本
に
は
じ
ま
り
、
主
題
は
「
神
秘
主
義
と
し
て

の
禅
」
へ
と
至
る
。
大
拙
の
語
り
は
、
話
題
を
繰
り
返
し

つ
つ
も
「
螺
旋
階
段
を
上
る
よ
う
に
」（
末
木
文
美
士
「
解

説
」）
進
み
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
読
者
を
は
る
か
高
い
と
こ

ろ
へ
と
導
い
て
し
ま
う
。
世
界
に
禅
を
伝
え
た
鈴
木
大
拙
、

そ
の
入
門
の
一
冊
と
し
て
も
お
す
す
め
。

川田順造『アフリカの歴史』鈴木大拙［著］／碧海寿広［訳］『禅と日本文化 新訳完全版』

角川ソフィア文庫　❖ 本体1,160円 ＋ 税　978-4-04-400757-7 電◯角川ソフィア文庫　❖ 本体760円 ＋ 税　978-4-04-407602-3 電◯

鈴木大拙

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

山本紀夫

先住民から見た世界史
コロンブスの「新大陸発見」

新版 禅とは何か
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研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
大
正
天
皇
の

生
涯
と
素
顔
を
明
ら
か
に
し
た
労
作
。
精
神
を
患

っ
て
い
た
と
い
う
「
風
説
」
と
異
な
る
天
皇
の
潑

溂
と
し
た
姿
に
驚
か
さ
れ
る
。�

（

・
岸
本
）

ペ
リ
ク
レ
ス
、
孫
子
、
リ
ン
カ
ー
ン
…
…
。
歴
史

上
の
名
戦
略
家
た
ち
の
時
代
の
転
換
点
に
お
け
る

思
考
の
事
例
か
ら
、
不
変
の
「
グ
ラ
ン
ド
・
ス
テ

ラ
テ
ジ
ー
」
の
本
質
を
知
る
。�

（

・
岸
本
）

49

著
者
の
近
代
天
皇
制
研
究
の
原
点

著
者
の
近
代
天
皇
制
研
究
の
原
点

毎
日
出
版
文
化
賞
受
賞
作

毎
日
出
版
文
化
賞
受
賞
作

イ
ェ
ー
ル
大
学
の
人
気
講
座
を
文
庫
化

イ
ェ
ー
ル
大
学
の
人
気
講
座
を
文
庫
化

予
測
不
能
な
現
代
の
羅
針
盤
と
な
る
本

予
測
不
能
な
現
代
の
羅
針
盤
と
な
る
本

青
年
期
の
「
行
啓
」「
巡
啓
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
記
録

を
丹
念
に
追
い
、
政
府
に
よ
っ
て
半
ば
意
図
的
に
作
り
だ

さ
れ
た
風
説
に
埋
も
れ
た
、
快
活
で
家
庭
的
だ
っ
た
大
正

天
皇
の
素
顔
を
明
ら
か
に
し
た
傑
作
評
伝
。
そ
の
生
涯
を

た
ど
る
こ
と
で
明
治
と
昭
和
を
含
め
た
近
代
天
皇
制
全
体

の
見
取
り
図
が
描
き
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
じ
わ
り
じ
わ

り
と
暗
い
影
が
差
し
て
ゆ
く
大
正
と
い
う
時
代
全
体
を
大

き
な
視
点
で
見
渡
せ
る
一
冊
。

ペ
ル
シ
ャ
戦
争
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
、
第
二
次
大
戦
な
ど
、

歴
史
の
大
き
な
転
換
点
に
お
い
て
、
卓
越
し
た
指
導
者
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
思
考
に
基
づ
き
決
断
を
下
し
て
き
た
の

か
？
　
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
し
た
冷
戦
史
の
権
威

に
よ
る
人
気
講
座
「
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
一
冊
に
。
孫
子
、
マ
キ
ア
ヴ

ェ
リ
、
リ
ン
カ
ー
ン
ら
古
今
東
西
の
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
が
共

有
す
る
、
歴
史
を
貫
く
不
変
の
法
則
が
こ
こ
に
あ
る
。

森まゆみ『暗い時代の人々』ジェイムズ・スタヴリディス『海の地政学』

朝日文庫　❖ 本体900円 ＋ 税　978-4-02-261827-6 電◯ハヤカワ・ノンフィクション文庫　❖ 本体1,300円 ＋ 税　 978-4-15-050589-9 電◯

ジョン・ルイス・ギャディス
村井章子［訳］

大戦略論
戦争と外交のコモンセンス

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

原 武史

大正天皇
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労
働
は
日
に
四
時
間
、
残
り
で
幸
福
と
歓
喜
を
味

わ
う
と
い
う
主
題
以
上
に
広
が
り
の
あ
る
本
。
知

識
は
「
思
索
す
る
心
性
を
促
す
」
か
ら
大
切
と
い

う
一
文
が
印
象
的
で
し
た
。�

（
朝
・
水
野
）

実
に
豪
華
な
顔
ぶ
れ
で
、
激
動
の
時
代
に
あ
っ
た

日
本
の
実
像
を
論
じ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
国
の

行
く
末
を
案
じ
て
い
た
著
者
は
、
今
の
日
本
を
見

た
ら
何
を
語
る
だ
ろ
う
か
。�

（

・
岸
本
）

51

勤
勉
は
美
徳
で
は
な
い

勤
勉
は
美
徳
で
は
な
い！！

す
り
減
っ
た
心
の
代
わ
り
に
幸
福
を

す
り
減
っ
た
心
の
代
わ
り
に
幸
福
を

こ
の
ま
ま
で
は
こ
の
国
は
滅
び
る

こ
の
ま
ま
で
は
こ
の
国
は
滅
び
る

各
界
の
第
一
人
者
と
の
最
後
の
対
談
集

各
界
の
第
一
人
者
と
の
最
後
の
対
談
集

現
代
で
は
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
を
し
て
い
く
分
に
は
一
日
四

時
間
働
け
ば
充
分
で
あ
り
、
余
暇
の
時
間
に
こ
そ
、
人
間

の
創
造
性
が
傾
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
│
│
。
円
熟
し
た

分
析
哲
学
者
が
提
唱
す
る
、
新
し
い
生
き
方
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
。
余
暇
の
時
間
に
な
さ
れ
る
べ
き
は
何
も
学
問
と
は

限
ら
な
い
。
ラ
ッ
セ
ル
は
言
っ
て
い
る
。
片
田
舎
で
見
か

け
た
農
夫
の
ダ
ン
ス
を
習
い
た
い
と
い
う
衝
動
に
こ
そ
、

人
間
の
本
性
が
あ
る
と
。

日
本
の
現
状
に
強
い
危
機
感
を
抱
く
司
馬
遼
太
郎
が
、
田

中
直
毅
、
宮
崎
駿
、
大
前
研
一
ら
六
氏
と
土
地
問
題
、
国

際
化
、
文
明
と
自
然
、
異
国
な
ど
を
テ
ー
マ
に
語
り
合
う
。

独
自
の
史
観
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
披
瀝
、
過
去
か
ら
未

来
へ
の
示
唆
に
満
ち
た
貴
重
な
発
言
録
。
死
去
直
前
の
二

対
談
を
含
む
。
単
行
本
は
一
九
九
七
年
刊
行
だ
が
、
長
く

読
み
つ
が
れ
て
い
る
作
品
。
日
本
の
歴
史
や
風
土
と
今
の

問
題
を
ど
う
切
り
結
ぶ
か
様
々
な
視
点
が
得
ら
れ
ま
す
。

ポール・ラファルグ『怠ける権利』司馬遼太郎／堀田善衞／宮崎駿『時代の風音』

凡社ライブラリー　❖ 本体1,500円 ＋ 税　978-4-582-76676-9朝日文庫　❖ 本体650円 ＋ 税　978-4-02-264180-9

司馬遼太郎

対談集 日本人への遺言　

※小口ツメのテキスト変数用です
思想　じぶんで考える

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

バートランド・ラッセル
堀秀彦・柿村峻［訳］

怠惰への讃歌
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編
集
を
文
明
論
的
ス
ケ
ー
ル
で
探
究
し
た
著
者
の

代
表
作
。「
情
報
は
情
報
を
誘
導
す
る
」と
い
う
洞

察
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
文
章
を
綴
る
仕
組
み
を
見
通

し
た
か
の
よ
う
で
先
駆
的
だ
。�

（
角
・
伊
集
院
）

書
名
に
は
「
冒
険
」
と
あ
る
が
、
著
者
は
読
者
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
哲
学
へ
の
道
を
一
歩
ず
つ
進

め
て
く
れ
る
。
中
高
生
を
視
野
に
入
れ
た
丁
寧
な

記
述
は
あ
り
が
た
い
。�

（
中
・
太
田
）

53

情
報
工
学
と
は

情
報
工
学
と
は

情
報
を
関
係
付
け
る
こ
と

情
報
を
関
係
付
け
る
こ
と

美
し
く
自
由
に
生
き
る
た
め
の
学
問

美
し
く
自
由
に
生
き
る
た
め
の
学
問

そ
れ
が
哲
学
だ

そ
れ
が
哲
学
だ
！！

編
集
と
は
情
報
の
出
し
入
れ
の
間
の
営
み
で
あ
り
、
編
集

工
学
と
い
う
著
者
の
造
語
は
、
情
報
社
会
を
も
っ
と
お
も

し
ろ
く
生
き
る
た
め
の
技
法
だ
と
い
う
。
二
〇
二
四
年
に

亡
く
な
っ
た
著
者
の
原
点
と
も
い
え
る
著
作
の
大
幅
増
補

版
。
一
九
九
六
年
の
初
版
刊
行
当
時
は
普
及
し
つ
つ
あ
っ

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
術
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
り
S 

N 

S
や
生
成
A 

I
を
使
い
こ

な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
今
読
む
と
い
っ
そ
う
普
遍
性
が
浮
か

び
上
が
る
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
人
生
を
歩
ん
で
い
く
べ
き
か
…
…
？
　

受
験
、
就
職
、
出
世
の
大
切
さ
を
説
か
れ
た
一
五
歳
の

「
僕
」
が
、
本
当
の
生
き
方
を
探
す
た
め
に
頼
っ
た
の
が
哲

学
だ
っ
た
。
父
と
の
対
話
に
よ
っ
て
紡
が
れ
る
美
し
く
平

易
な
語
り
口
に
よ
り
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
、
ル
ソ
ー
、
マ

ル
ク
ス
を
は
じ
め
と
す
る
哲
学
者
が
「
使
え
る
」
思
想
と

し
て
私
た
ち
の
前
に
姿
を
現
す
、
画
期
的
な
入
門
書
。
労

働
と
自
由
に
つ
い
て
悩
む
あ
な
た
に
。

岡本裕一朗『いま世界の哲学者が考えていること』カール・マルクス『共産主義者宣言』

朝日文庫　❖ 本体1,150円 ＋ 税　978-4-02-262083-5 電◯凡社ライブラリー　❖ 本体1,000円 ＋ 税　978-4-582-76294-5

内山節

哲学の冒険
生きることの意味を探して

※小口ツメのテキスト変数用です
思想　じぶんで考える

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

松岡正剛

知の編集工学
増補版
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複
雑
に
変
わ
る
世
界
で
グ
ロ
ー
バ
ル
を
考
え
な
が

ら
個
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
の
途
方
の
な
さ
に

目
眩
を
覚
え
ま
し
た
。「
瞑
想
」を
し
て
悲
観
的
に

な
ら
ず
立
ち
向
か
い
ま
す
。�

（
朝
・
水
野
）

情
報
と
の
接
続
を
断
っ
て
過
ご
す
意
義
を
様
々
に

説
く
エ
ッ
セ
イ
。
携
帯
を
捨
て
な
く
て
も
「
今
こ

こ
」
を
感
じ
る
意
識
の
変
化
で
達
成
で
き
る
こ
と

が
あ
る
と
気
付
か
さ
れ
ま
す
。�

（
朝
・
水
野
）

55

現
代
の
知
の
巨
人
に
よ
る

現
代
の
知
の
巨
人
に
よ
る

「
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
」

「
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
」

達
成
や
成
功
が
求
め
ら
れ
る
現
代

達
成
や
成
功
が
求
め
ら
れ
る
現
代

私
た
ち
は
ど
う
抵
抗
で
き
る
の
か

私
た
ち
は
ど
う
抵
抗
で
き
る
の
か

『
サ
ピ
エ
ン
ス
全
史
』
で
人
類
の
「
過
去
」
を
、『
ホ
モ
・

デ
ウ
ス
』
で
「
未
来
」
を
描
い
た
知
性
は
、
本
書
で
人
類

の
「
今
、
こ
こ
」
に
挑
ん
だ
。
現
代
人
が
避
け
て
通
れ
な

い
二
一
の
テ
ー
マ
は
ど
れ
も
私
た
ち
に
「
ど
う
生
き
る
の

か
？
」
と
い
う
問
い
を
突
き
つ
け
て
く
る
。「
戦
争
」
の
章

で
は
こ
う
言
う
、「
人
間
の
愚
か
さ
を
け
っ
し
て
過
小
評

価
し
て
は
な
ら
な
い
」。
最
新
作
『
N 

E 

X 

U 

S
』
で
も
そ

の
警
鐘
の
連
打
は
や
む
こ
と
を
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。

S 

N 

S
な
ど
、「
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
が
跋
扈
す

る
現
代
。
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
必
要
な
の
は
、
効

率
主
義
か
ら
離
れ
て
み
る
こ
と

―
「
何
も
し
な
い
」
こ

と
だ
。
つ
な
が
り
を
避
け
て
は
生
き
ら
れ
な
い
時
代
に
、

自
ら
に
ふ
さ
わ
し
い
あ
り
方
を
見
つ
け
る
ヒ
ン
ト
を
明
か

す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
作
家
で
あ
る
著
者
が
、
古
今

東
西
の
芸
術
や
思
想
の
知
見
を
駆
使
し
て
綴
る
、
新
た
な

ス
タ
イ
ル
の
自
己
啓
発
書
。
解
説
は
小
川
公
代
先
生！

ダートネル『この世界が消えたあとの 科学文明のつくりかた』ジム・ホルト『世界はなぜ「ある」のか ?』

河出文庫　❖ 本体1,200円 ＋ 税　978-4-309-46745-0 電◯ハヤカワ・ノンフィクション文庫　❖ 本体1,060円 ＋ 税　 978-4-15-050604-9 電◯

ジェニー・オデル
竹内要江［訳］

何もしない

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

ユヴァル・ノア・ハラリ
柴田裕之［訳］

21 Lessons
21世紀の人類のための21の思考



河

中

57 56

法
隆
寺
か
ら
聴
竹
居
ま
で
、
古
今
一
三
の
建
築
を

阿
吽
の
呼
吸
で
語
り
合
う
名
対
談
（
山
口
晃
さ
ん

の
漫
画
も
愉
し
い
）。
大
好
き
な
修
学
院
離
宮
が

入
っ
て
い
る
の
が
う
れ
し
い
。 

（

・
岸
本
）

今
は
亡
き
祖
母
に
対
す
る
自
分
の
態
度
を
後
悔
し

て
し
ま
う
ほ
ど
に
、
生
々
し
い
日
常
が
綴
ら
れ
る
。

愛
す
る
人
の
不
合
理
な
行
動
に
向
き
合
う
著
者
の

姿
に
、
思
わ
ず
涙
し
た
。�

（

・
岸
本
）

57

ま
じ
め
な
解
説
と
絶
妙
な
脱
力
感
で

ま
じ
め
な
解
説
と
絶
妙
な
脱
力
感
で

名
建
築
の
魅
力
を
味
わ
う
見
学
記

名
建
築
の
魅
力
を
味
わ
う
見
学
記

「
そ
の
人
ら
し
さ
」と
は
何
か

「
そ
の
人
ら
し
さ
」と
は
何
か

――

脳
の
見
方
を
一
変
さ
せ
る
記
録
と
考
察

脳
の
見
方
を
一
変
さ
せ
る
記
録
と
考
察

日
本
一
語
り
の
巧
い
建
築
史
家
と
、
歴
史
や
伝
統
も
抜
群

の
伎
倆
と
ユ
ー
モ
ア
で
表
現
す
る
稀
代
の
絵
師
が
、
法
隆

寺
、
待
庵
、
旧
岩
崎
家
住
宅
な
ど
時
代
も
用
途
も
さ
ま
ざ

ま
な
一
三
の
名
建
築
を
訪
問
。
専
門
的
な
解
説
に
加
え
、

セ
ン
セ
イ
の
鋭
い
観
察
眼
が
捉
え
た
見
ど
こ
ろ
や
、
画
伯

が
見
出
す
美
と
ほ
こ
ろ
び
の
面
白
さ
に
驚
き
、
爆
笑
必
至
。

文
庫
版
特
別
付
録
「
平
野
家
住
宅
」
で
は
、
セ
ン
セ
イ
も
現

存
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
一
〇
〇
年
前
の
建
築
を
紹
介
。

N 

H 

K
ス
ペ
シ
ャ
ル
『
認
知
症
の
母
と
脳
科
学
者
の
私
』

で
も
話
題
に
な
っ
た
本
書
は
、
六
五
歳
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
母
親
の
日
常
生
活
を
、
二
年

半
に
わ
た
り
記
録
し
、
そ
の
変
化
を
脳
の
仕
組
み
か
ら
考

察
す
る
。
そ
の
過
程
で
著
者
は
、
何
か
を
で
き
な
く
な
る

こ
と
、
記
憶
を
失
っ
て
い
く
こ
と
は
〝
そ
の
人
ら
し
さ
〞

を
失
う
こ
と
か
？
　
と
い
う
問
い
に
対
峙
す
る
。
認
知
症

の
み
な
ら
ず
、
私
た
ち
の
脳
の
見
方
も
一
変
さ
せ
る
本
だ
。

和辻哲郎『桂離宮』リンデン『40人の神経科学者に脳のいちばん面白いところを聞いてみた』

中公文庫　❖ 本体1,000円 ＋ 税　978-4-12-207102-5河出文庫　❖ 本体690円 ＋ 税　978-4-309-41858-2 電◯

恩蔵絢子

脳科学者の母が、  
認知症になる
記憶を失うと、その人は 
“その人”でなくなるのか？

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

藤森照信・山口晃

日本建築集中講義
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59 58

狩
衣
、
牛
車
な
ど
各
項
目
の
成
り
立
ち
や
意
味
を

教
わ
り
古
典
文
学
が
ぐ
っ
と
立
体
的
か
つ
身
近
に

な
り
ま
し
た
。
読
者
を
脱
落
さ
せ
ま
い
と
す
る
先

生
の
語
り
か
け
が
優
し
い
。�

（
朝
・
水
野
）

著
者
の
一
連
の
昭
和
史
の
凄
さ
は
、
読
ん
で
面
白

い
こ
と
。
Ｂ
面
と
は
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
の
集
ま
り
で

は
な
く
や
が
て
そ
ち
ら
が
Ａ
面
に
な
る
と
予
感
さ

せ
る
。
実
際
そ
う
な
り
つ
つ
あ
る
。�

（
河
・
藤
﨑
）

59

古
典
作
品
に
こ
め
ら
れ
た

古
典
作
品
に
こ
め
ら
れ
た

「
本
当
の
意
味
」が
見
え
て
く
る

「
本
当
の
意
味
」が
見
え
て
く
る

戦
争
中
、
人
々
は
何
を
考
え
て
い
た
か

戦
争
中
、
人
々
は
何
を
考
え
て
い
た
か

教
科
書
に
載
ら
な
い
も
う
一
つ
の
歴
史

教
科
書
に
載
ら
な
い
も
う
一
つ
の
歴
史

「
源
氏
物
語
」
や
「
枕
草
子
」
に
登
場
す
る
王
朝
貴
族
は
、

ど
ん
な
空
間
で
、
ど
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
暮
ら
し
て

い
た
の
か
。
部
屋
の
間
仕
切
り
は
、
中
央
か
ら
遠
い
順
に
、

格
子
↓
御
簾
↓
屏
風
↓
几
帳
↓
御
帳
台
と
ラ
ン
ク
付
け
さ

れ
る
。
で
は
、
箏
そ
う
の
こ
と、
琴き
ん

の
琴こ
と

、
和わ

琴ご
ん

の
違
い
と
は
？
　
平

安
時
代
の
常
識
が
わ
か
る
と
、
古
典
作
品
は
も
っ
と
楽
し

く
な
る
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
古
典
の
基
礎
知

識
を
美
し
い
挿
絵
と
と
も
に
読
む
入
門
書
。

危
機
が
あ
お
ら
れ
、
人
々
が
大
勢
順
応
的
に
な
っ
て
戦
争

へ
向
か
っ
た
あ
の
時
代
。
集
団
主
義
へ
の
傾
倒
が
著
し
い

現
代
日
本
の
状
況
は
、
ど
こ
か
こ
の
本
で
書
か
れ
た
空
気

に
似
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。「
人
間
が
断
々
乎
と
し
て
、

無
謀
で
悲
惨
な
殺
し
合
い
を
拒
否
す
る
意
思
を
保
た
な
け

れ
ば
、
歴
史
は
く
り
返
す
と
い
う
ほ
か
は
な
い
」
と
い
う

あ
と
が
き
の
言
葉
は
、
戦
争
が
止
ま
な
い
今
の
世
界
に
も

繰
り
返
し
訴
え
る
べ
き
言
葉
だ
ろ
う
。

与謝野晶子［訳］『与謝野晶子訳 紫式部日記・和泉式部日記』半藤一利『墨子よみがえる』

角川ソフィア文庫　❖ 本体1,450円 ＋ 税　978-4-04-400255-8 電◯凡社ライブラリー　❖ 本体1,000円 ＋ 税　978-4-582-76671-4 電◯

半藤一利

B面昭和史 1926-1945

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

川村裕子［著］／早川圭子［絵］

はじめての
王朝文化辞典
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中

61 60

あ
る
本
に
刺
戟
を
受
け
た
ら
原
著
者
に
猛
烈
に
嫉

妬
せ
よ
。
縦
横
無
尽
の
文
献
渉
猟
と
引
用
の
連
続

に
眩
暈
を
覚
え
つ
つ
、
読
者
に
背
伸
び
を
促
す
書

物
本
来
の
力
を
存
分
に
体
感
で
き
た
。（
河
・
藤
﨑
）

柴
田
先
生
の
翻
訳
の
「
回
路
」
を
、
東
大
文
学
部

で
の
実
践
講
義
を
通
じ
て
辿
れ
ま
す
。
ゲ
ス
ト
に

村
上
春
樹
と
ジ
ェ
イ
・
ル
ー
ビ
ン
。
こ
ん
な
贅
沢

な
本
、
な
か
な
か
な
い！�

（
早
・
山
本
）

書
物
の
見
え
な
い
関
係
を
探
る

書
物
の
見
え
な
い
関
係
を
探
る

そ
の
解
読
の
驚
き
と
愉
し
み

そ
の
解
読
の
驚
き
と
愉
し
み

翻
訳
の
授
業
を
通
じ
て

翻
訳
の
授
業
を
通
じ
て

読
み
方
、
書
き
方
を
教
わ
る
本

読
み
方
、
書
き
方
を
教
わ
る
本

タ
イ
ト
ル
か
ら
は
内
容
が
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。

本
書
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
二
〇
世
紀
前
半
、
美
術
史
家

ア
ビ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
研
究
所
が
そ
の
後
の
人
文
知

全
体
に
与
え
た
巨
大
な
影
響
力
だ
。
私
的
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

＝
蔵
書
は
時
に
、
思
い
も
よ
ら
な
い
書
物
や
人
の
つ
な
が

り
を
発
見
す
る
。
著
者
は
そ
れ
を
「
精
神
史
」
と
呼
ん
だ
。

本
書
が
実
践
す
る
読
書
術
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に

お
い
て
、
ま
す
ま
す
身
近
か
つ
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

東
大
文
学
部
の
実
際
の
授
業
を
完
全
文
字
化
！
　
九
つ
の

英
米
文
学
を
題
材
に
、
柴
田
先
生
は
一
節
ず
つ
学
生
と
議

論
を
深
め
、
訳
し
、
解
説
し
て
い
く
。
翻
訳
は
深
く
読
む

こ
と
と
い
う
意
味
が
よ
く
わ
か
り
、
ま
た
よ
り
よ
い
文
章

を
書
く
た
め
の
推
敲
の
過
程
が
リ
ア
ル
に
体
験
で
き
る
。

英
語
や
翻
訳
の
知
識
の
み
な
ら
ず
英
語
と
日
本
語
の
言
語

の
差
異
、
単
語
一
つ
か
ら
見
え
る
文
化
、
作
家
の
文
体
意

識
、
創
作
の
味
わ
い
方
ま
で
学
び
の
多
い
刺
激
的
な
本
。

梅棹忠夫『文明の生態史観』柴田元幸『生半可版 英米小説演習』

中公文庫　❖ 本体1,200円 ＋ 税　978-4-12-207408-8 電◯朝日文庫　❖ 本体1,000円 ＋ 税　978-4-02-264664-4

柴田元幸

翻訳教室

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

山口昌男

本の神話学 増補新版
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中
谷
宇
吉
郎
に
招
か
れ
札
幌
で
過
ご
し
た
夏
の
逸

話
が
秀
逸
。
情
緒
を
存
分
に
働
か
せ
た
三
月
後
、

数
学
的
天
啓
を
得
た
経
験
に
、
岡
が
情
緒
を
重
視

し
た
理
由
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。�

（
中
・
太
田
）

精
神
を
病
ん
だ
人
は
な
ぜ
口
を
揃
え
て
「
屋
根
裏

に
誰
か
い
る
ん
で
す
よ
」
と
言
う
の
か
。
な
ぜ
床

下
で
は
な
い
の
か
。
日
常
が
非
日
常
に
反
転
す
る

快
楽
を
味
わ
え
る
。�

（
早
・
山
本
）

他
や
自
分
の
こ
こ
ろ
を
知
る
た
め
に

他
や
自
分
の
こ
こ
ろ
を
知
る
た
め
に

「
情
緒
」が
わ
か
る
と
よ
い

「
情
緒
」が
わ
か
る
と
よ
い

――

〈
幻
の
同
居
人
妄
想
〉

〈
幻
の
同
居
人
妄
想
〉
――

い
っ
た
い
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？

い
っ
た
い
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？

世
界
的
数
学
者
で
作
家
、
教
育
者
と
し
て
も
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
岡
潔
。
著
書
の
中
で
何
度
と
な
く
登
場
す
る

「
情
緒
」
に
つ
い
て
説
く
ほ
か
「
教
育
」「
独
創
」「
前
頭
葉
」

な
ど
、
生
き
る
際
の
こ
こ
ろ
と
知
性
の
在
り
様
に
つ
い
て

独
自
の
思
想
の
深
ま
り
が
記
さ
れ
た
一
冊
。
一
九
六
四
年

刊
行
の
隠
れ
た
名
著
の
復
刊
で
、
岡
煕
哉
氏
に
よ
る
「
親

父
・
岡
潔
の
思
い
出
」
も
必
読
で
す
。

屋
根
裏
に
誰
か
い
る
ん
で
す
よ

―
精
神
科
臨
床
の
現
場

で
、
と
き
に
そ
う
い
う
訴
え
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

も
っ
と
も
安
心
な
は
ず
の
「
部
屋
」
と
い
う
場
所
に
あ
っ

て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
い
た
ひ
と
へ
の
、
あ
る
い

は
い
な
か
っ
た
い
て
ほ
し
い
ひ
と
へ
の
、
願
望
が
か
き
た

て
ら
れ
、
変
形
し
て
妄
想
が
肥
大
す
る
の
か
。
室
内
と
は
、

懐
か
し
く
も
お
ぞ
ま
し
い
「
脳
」
と
い
う
不
可
解
の
、
濃

縮
装
置
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
…
…
。

岡潔『岡潔対談集』春日武彦『奇想版 精神医学事典』

朝日文庫　❖ 本体720円 ＋ 税　978-4-02-262004-0 電◯河出文庫　❖ 本体840円 ＋ 税　978-4-309-41926-8 電◯

春日武彦

屋根裏に
誰かいるんですよ。
都市伝説の精神病理

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

岡 潔

紫の火花
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山
と
人
の
深
遠
な
関
係
に
踏
み
入
る
「
宮
本
民
俗

学
」
の
代
表
作
。
山
で
営
ま
れ
る
暮
ら
し
は
興
味

深
く
、
今
で
は
荘
厳
さ
す
ら
感
じ
さ
せ
る
。
山
を

見
る
目
が
変
わ
る
一
冊
。�

（

・
岸
本
）

歴
史
通
に
し
て
人
間
通
の
著
者
が
、
令
和
の
読
者

の
た
め
に
遺
し
て
く
れ
た
珠
玉
の
智
恵
の
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
。『
失
敗
の
本
質
』
や
『
坂
の
上
の
雲
』

の
読
み
方
も
変
わ
り
そ
う
。�

（
早
・
山
本
）

向
こ
う
側
の
世
界
の

向
こ
う
側
の
世
界
の

ロ
マ
ン
と
実
証

ロ
マ
ン
と
実
証

「
新
し
い
戦
前
」の
い
ま
こ
そ

「
新
し
い
戦
前
」の
い
ま
こ
そ

戦
史
に「
失
敗
の
教
訓
」を
探
る

戦
史
に「
失
敗
の
教
訓
」を
探
る

む
か
し
平
地
民
に
と
っ
て
、「
山
」
は
異
界
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
同
時
に
、
木
挽
き
や
炭
焼
き
、
狩
猟
な
ど
、
生
活
の

場
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
怪
奇
幻
想
含
め
、
信
仰
と
い

っ
た
「
出
会
い
」
が
出
現
す
る
。
そ
の
「
両
者
」
の
交
渉

が
、
実
証
的
な
裏
付
け
と
と
も
に
、
か
つ
「
ロ
マ
ン
」
を

排
除
す
る
こ
と
な
く
、
じ
つ
に
見
事
な
読
み
物
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』

と
も
言
え
る
代
表
作
。

政
治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
立
つ
国
際
政
治
学
者
は
、
戦
略
を

研
究
し
戦
史
を
読
む
こ
と
は
人
間
性
を
知
る
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
と
い
う
。
戦
史
と
は
「
愚
行
の
葬
列
」
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
か
が
カ
ギ
と
な
る
。
山
本
五
十
六
の

真
珠
湾
奇
襲
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
情
報
戦
、
レ
ー
ニ
ン
の
革

命
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
戦
争
な
ど
に
「
失
敗
の
教
訓
」
を
探
り
、

採
る
べ
き
戦
略
の
本
質
を
提
示
す
る
。「
新
し
い
戦
前
」
の

い
ま
こ
そ
、
歴
史
が
語
り
か
け
て
く
る
。

宮本常一『海に生きる人びと』高坂正堯『平和と危機の構造』

河出文庫　❖ 本体820円 ＋ 税　978-4-309-41115-6 電◯中公文庫　❖ 本体880円 ＋ 税　978-4-12-206338-9 電◯

永井陽之助

歴史と戦略

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

宮本常一

山に生きる人びと
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文
芸
批
評
に
徹
す
る
こ
と
で
隣
国
の
他
者
を
理
解

す
る
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
今
日
却
っ
て
新
鮮
。

ロ
シ
ア
精
神
の
も
つ
終
末
観
が
マ
ル
ク
ス
主
義
に

通
じ
る
と
い
う
指
摘
に
驚
く
。�

（
角
・
伊
集
院
）

ち
ゃ
ん
と
自
分
で
考
え
て
く
だ
さ
い
よ
、
と
言
わ

れ
て
い
る
気
が
し
て
胸
が
痛
む
が
、
考
え
な
く
な

っ
て
い
る
人
が
何
に
急
か
さ
れ
て
い
る
の
か
へ
の

慮
り
も
備
え
て
い
て
信
頼
で
き
る
。�

（
河
・
藤
﨑
）

何
が
彼
ら
を
突
き
動
か
す
の
か
？

何
が
彼
ら
を
突
き
動
か
す
の
か
？

碩
学
が
魅
了
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
魂

碩
学
が
魅
了
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
魂

す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
な
ど
な
い

す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
な
ど
な
い

そ
も
そ
も
の
選
択
肢
を
疑
お
う

そ
も
そ
も
の
選
択
肢
を
疑
お
う

ロ
シ
ア
は
今
日
、
世
界
の
話
題
で
あ
る

―
。
ま
さ
に
今

の
状
況
に
も
読
め
る
が
、
本
書
が
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
の

は
一
九
五
三
年
。
著
者
は
、
一
九
世
紀
ロ
シ
ア
文
学
の
発

展
史
を
通
じ
て
、
そ
の
深
奥
に
ひ
そ
む
根
源
的
人
間
性
に

迫
る
。
浮
か
び
上
が
る「
ロ
シ
ア
的
な
る
も
の
」
に
は
、
現

在
も
古
び
な
い
普
遍
性
が
あ
り
、
限
ら
れ
た
情
報
し
か
得

ら
れ
な
か
っ
た
時
代
の
、
慧
眼
に
驚
か
さ
れ
る
。
若
き
著

者
の
情
熱
的
な
書
き
ぶ
り
も
、
一
読
の
価
値
あ
り
。

コ
ス
パ
、タ
イ
パ
が
叫
ば
れ
る
時
代
、「
す
ぐ
に
わ
か
る！
」

「
一
秒
で
わ
か
る
」「
4
回
泣
け
る
映
画
」
わ
か
り
や
す
さ

の
罪
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
書
は
、
政
治
家
の
発
言
、
テ

レ
ビ
番
組
、
ビ
ジ
ネ
ス
書
の
要
約
サ
ー
ビ
ス
な
ど
具
体
的

な
事
例
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
、
著
者
が
自
分
の
体
験
や
思

い
か
ら
、
粘
り
強
く
ず
っ
と
ず
っ
と
考
え
続
け
て
い
る
本

で
す
。
そ
の
思
索
の
道
程
が
全
ペ
ー
ジ
か
ら
伝
わ
り
、
で

は
自
分
は
ど
う
だ
？
　
と
問
わ
れ
る
の
で
す
。

中山隆志『一九四五年夏 最後の日ソ戦』橋本治『負けない力』

中公文庫　❖ 本体1,100円 ＋ 税　978-4-12-207225-1 電◯朝日文庫　❖ 本体860円 ＋ 税　978-4-02-262087-3 電◯

武田砂鉄

わかりやすさの罪

「じっくり」
もう一冊！

「じっくり」
もう一冊！

他
社
編
集
長
か
ら

他
社
編
集
長
か
ら

井筒俊彦

ロシア的人間 新版
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